
NIFS研究会
「マイクロ波 - ミリ波 - テラヘルツ波を用いた

最新電波技術と計測応用」

代表：桑原大介 (中部大学)

所内世話人：徳沢季彦 (tokuzawa@nifs.ac.jp)

お願い：ご発表後、2つの資料をメールで世話人まで送付願います。
 
１：研究会報告書用の4行程度の「発表サマリー」

(テキストファイル、Word等） 

２：参加者アカウントを持つ方のみが閲覧可能となる「発表資料」 
（PowerPointファイル、PDF等）

令和８年２月１２－１３日



４行サマリー

〇〇〇〇「LHDにおけるQ-band ECEI計測システムの開発」
大型ヘリカル装置LHDにおける、高ベータプラズマ実験時のMHD揺動計測を目的とした、Q-

band(35-42GHz)のＥＣＥイメージングシステムを第22サイクルでは径方向8周波数ｘポロイダル方
向8アレイの合計 64チャンネルでの測定システムを導入した。効果的なノッチフィルタの適用や、
ログ検出器等を新たに導入したことにより、磁場強度1T近傍の実験時における周辺ＭＨＤ揺動の2
次元像を初めて得ることができたことが紹介された。
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